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2QP－5 格子柄イメージの形成について

椙山女学園大生活科学　　○橋本令子　加藤雪枝

被　　服

　目的　被服地から受けるイメージは柄、色、材質、織り方などによって様々に異なり、

被服地から被服着装上の効果を予測推定することは被服設計上大切である。そこで今回、

C Gにより織り方、配色を変化させたあらゆる服種に使用される格子柄を作成し、被服地

として平面におけるイメージを求め、イメージ形成要因を分析した。次にこれらの格子柄

の着装状態を作製し、被服地の場合と比較検討した。

　方法　格子柄はギンガムチェック、タータンチェック、グレンチェックの３種を選定し

先染織物をデザインするＭＲ－ＰＲＯＴＸを用い、赤、檀、緑、青の糸を基本色とする33

種の被服地をモニター上に作製した。次に上半身のデザイン画を描き、ジャケットに先の

格子柄をＣＡＤＴＸによって合成した。被験者は本学学生36名が19形容詞対について５段

階で被服地と着装状態を各々評価した。そ'して因子分析を行い格子柄のイメージを調べ、

数量化理論１類により基本色、配色、格子柄の関係を検討した。

結果　因子分析、数量化理論Ｉ類の結果、格子柄による被服地のイメージは評価、若さ

寒暖の３因子で表され、着装状態のイメージも同様の傾向を示した。被服地、着装状態と

もに評価性の因子を高めるには柄がグレンチェック、基本色が青や赤、配色が同等や類似

の場合であり、若さの因子には柄がギンガムチェック、基本色が青や赤、配色が類似、寒

暖の因子には柄がギンガムチェックやグレンチェック、基本色が赤や青、配色が同等の場

合に関係する。そして被服地と着装状態のイメージには大きな差異は今回の実験方法にお

いては認められなかった。

2Qp－ ６ 1993年ワンピース・ドレスのイメージ

東京家政学院短大　井渾　尚子

　目的　情報化社会において、急速に変化するファッション環境の中で、女子学生の服装

に対するイメージはどのようであるのか。それには、その要因を知る必要がある。そこで、

学生が最も着用したいワンピース・ドレスを創作、着装させ、その色彩・素材・形態につ

いてイメージを調査した。更に、そのデータを基に、服装における嗜好を明らかにし、

ファッションに関するイメージ要因の検討をおこなった。

　方法　1）被験者　本学短大　生活科学科学生76名（年齢18～19歳）、２）生地購入時

期　1993年４月、完成　1994年１月、３）着装評価　形容詞22尺度　５段階評定、4）主

成分分析法　イメージ・プロフィール、相関行列、因子負荷量、個人値と色彩との対応、

イメージ空間に解釈を加えた。

　結果　学生が選んだ生地素材は、季節の影響で天然素拝のウールがほとんどであった。

イメージ・プロフィールは「落ち着いた、好きな、上品な、清潔な」が上位であった。相

関の強い形容詞は「明るい、甘い」、「明るい、可愛らしい」、「やわらかい、軽い」、

　「若々しい、明るい」であった。因子負荷量は、第１因子「明るい、可愛らしい、若々し

い、甘い」（ロマンチック）、第２因子「落ち着いた、強い、洗練さ､れた」（シック）、

第３因子「上品な、単純な」（シンプル）、累積寄与率52. 1%。したがって、評価、力量、

活動の因子であることから、女子学生のファッション嗜好には、潜在的に学生らしさの中

に、自分らしさを主張する自己表現と、服種の特性としての因子が存在していることがわ

かった。
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